
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中土佐町社協だより 
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 秋号 
🌰🌰🌰🌰🌰 
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ふくしの 

『心がつながるアート展』第３回作品 タイトル「ねずみのファンタジー」 

地域の方からいただいたボタンで製作した作品です 

今年もたくさんのステキな作品が展示されることでしょう…関連ページ…P３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ
ど
い
処
防
災
新
聞 

令和 5年度 

第 2回 

つどい処では、「自分の命は自分で守る、大災害時に備えよう」と定期的な避難訓練や防災の学びを行ってい

ます。今年は、1年を通してつどい処の防災の活動記事を掲載しています。今回は、６月、７月の活動を紹介します。 

◎
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た
ら
・
・ 

◎
東
北
大
震
災
体
験
パ
ネ
ル
「
3.11
ソ
レ
カ
ラ
パ
ネ
ル
」
を
読
ん
で 

 

今回の学びでわかったこと 

災害が起きたら、ひとりでは何もできない。みんなが助け合って乗り越えていくために、 

障害あるなし関係なく、誰もがわかり合える町にしていくことが大切だと思いました。 

 

 

 

防災意識や知識があったからこそ、 

行動でき助かったと知った。もっと学ぶことが大事。 

被災後の生活のことを考えると、日頃のコミュニケーションが大

切。「困っている時に助けてと言える」、「できる事は一緒に力を

合わせて助け合える」、そんな地域のつながりを作っていきたい

と考えました。 

視覚障害があると自分では何もできないと思わ

れがちだが、まわりの配慮があると自分でできる

こともあるということを知ってもらいたい。 

ともに助け合うために、地域とつながろう 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

を
視
聴
し
、実
際
に
大
地
震
が
起
き
た
ら
中
土
佐
町
で

は
ど
う
な
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
中

土
佐
町
を
舞
台
に
、夜
間
の
大
地
震
発
生
時
に
大
き
な

揺
れ
で
電
柱
や
ブ
ロ
ッ
ク
が
倒
れ
、日
頃
の
よ
う
に
逃
げ

ら
れ
な
い
様
子
や
津
波
に
流
さ
れ
た
町
の
様
子
が
映
像

で
あ
り
ま
し
た
。 

東
北
大
震
災
で
障
害
の
あ
る
方
の
被
災
時
の
体
験
談
の
記
事
「

3.11

ソ
レ
カ
ラ
パ
ネ
ル
」
を
読
み
、

実
際
に
大
地
震
が
起
き
た
時
に
障
害
の
あ
る
方
は
困
難
な
状
況
を
ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
を
知

り
、私
た
ち
が
取
り
組
む
備
え
は
何
か
を
考
え
ま
し
た
。 

 

町がグチャグチャになり、 

みんながパニックになる。助け合って 

逃げるなんてできるのかなぁ・・ 

 

災害後はすぐに支援が来ると

は限らないと知った。 

自分たちにできることって、 

なんだろう。 

★
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
視
覚
聴
覚
障
害
の 

あ
る
方
の
被
災
時
の
体
験
談
） 

避
難
先
で
は
、
ま
わ
り
の
状
況
が
全

く
わ
か
ら
ず
、
ト
イ
レ
や
食
事
の
不
便

さ
な
ど
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
っ
た
。 

だ
が
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
方
が
状

況
を
伝
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
こ
と

で
、
避
難
所
生
活
で
は
自
分
で
考
え
て

動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

★
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
被
災
し
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
体
験
談
） 

  

避
難
し
て
す
ぐ
の
避
難
所
生
活
で
は
、
誰
も
が
余
裕

な
く
特
別
な
配
慮
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
状
況
だ
っ

た
が
、
普
段
か
ら
よ
く
し
て
く
れ
て
い
た
地
域
の
方
が

気
に
か
け
て
く
れ
た
の
で
、
利
用
者
さ
ん
が
他
の
地
域

の
方
と
も
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
た
。 

不安な環境でも知って 

いる人がいると心強い。 

もし避難に困っても誰かに助けてもらえる状況ではないかもしれない

ので、自分たちで避難できる方法を考えなくてはなりません。お互い

に助け合い協力しながら避難生活を乗り越えていくためには、自分た

ちができることを考えていく必要があると気づきました。 
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中土佐町内の障害のある方が創作された芸術作品の展示会 

第４回心がつながるアート展 
～ボクらのアートとボクらのくらし～  

 

 

 

 

 

私たちの日々のくらしの中には、働いていたり、スポーツしていたり、時には悩んだり、大笑いしたり

色々な活動や出来事、感情が存在します。それらはアートにつながっていたり、いなかったり？ 

今回のアート展はそんな日々のくらしとアートを地域の皆さんに感じてもらう機会として、「ボクらの

アートとボクらのくらし」と題し、くらしの写真とアートを一緒に展示するアート展を開催します。 

開催期間：令和５年１２月３日（日） 

        ～１２月９日（土） 

９時～１６時（最終日は１３時まで） 

 

 

 

場所：中土佐町民交流会館（中土佐町久礼 6584番地 1） 
 「心がつながるアート展」実行委員会 

つどい処ボランティア/障害者支援施設「せせらぎ園」 

就労継続支援 B型事業所「鰹乃國の萬屋」 

中土佐町地域活動支援センターつどい処 

 

3 

つどい処のインスタグラムの投稿にて作品をご覧になることもできます。 

インスタグラム検索画面から、「tudoidokoro」または、 

「地域活動支援センターつどい処」で検索。 

右のQRコードからも読み込めます。→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
老
人
ク
ラ
ブ
』
と
い
え
ば
、
皆

さ
ん
ど
ん
な
印
象
を
受
け
ま
す

か
？
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
「
昔
か

ら
あ
る
お
年
寄
り
の
集
ま
り
」「
”

老
人
”
と
い
う
名
前
に
抵
抗
が
あ

る
」
等
で
、
令
和
元
年
に

ク
ラ

ブ

名
だ
っ
た
会
員
は
、
今
年
の

４
月
現
在
で
７
ク
ラ
ブ

名
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。 

『
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
』
を
基
本

と
し
て
、
最
近
で
は
新
し
い
メ
ニ

ュ
ー
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
沢
山

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

町
内
に
は
７
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
花
植
え
や
地
区
の
清
掃

等
の
社
会
奉
仕
、
日
帰
り
旅
行
、

ボ
ッ
チ
ャ
等
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

加
盟
し
て
い
る
連
合
会
に
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
が
あ
り
、
奈

路
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で

の
練
習
や
、
町
内
外
の
大
会
に
熱

心
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

他
に
も
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ボ

ッ
チ
ャ
交
流
大
会
や
、
昨
年
度
町

老
連
初
の
取
り
組
み
と
し
て
折
り

紙
作
品
を
作
り
、
町
内
の
文
化
展

に
出
展
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
高
幡
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
が
集
い
親
睦
を
深
め
て
い

る
の
が
、
総
会
、
体
育
大
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ッ
チ

ャ
交
流
大
会
、
芸
能
大
会
で
す
。 

高
幡
地
区
の
事
業
は
、
日
頃
会

う
機
会
の
少
な
い
町
外
の
仲
間
と

の
楽
し
い
交
流
の
場
で
す
。
そ
こ

か
し
こ
で
「
元
気
や
っ
た
？
」
と

会
話
が
始
ま
り
、
旧
知
を
温
め
合

っ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
の

数
年
間
あ
ま
り
活
動
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
５
類
移
行
に
伴
い
、

高
齢
者
こ
そ
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
も
社
会
参
加
の
場
を
も
と

う
と
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
に

戻
す
動
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
や
生

き
が
い
を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の

地
区
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
場
合

は
、
個
人
会
員
と
し
て
入
会
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
中
土
佐
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
（
☎
５
２
‐
２

０
５
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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中 土 佐 町 

第 ３ 期 地 域 福 祉 計 画 

  

４
地
域
の
『地
域
ふ
く
し
活
動
推
進
委
員
』
が

一
堂
に
会
し
、
３
年
振
り
と
な
る
活
動
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
た
。
住
民
主
体
で
取
組
む
各
地
域

の
福
祉
活
動
の
成
果
や
工
夫
に
つ
い
て
学
び

合
い
、
取
組
の
経
緯
や
苦
労
を
語
り
合
い
、
町

全
体
で
福
祉
の
意
識
を
高
め
合
う
機
会
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
は
、
先
進
事
例
と
し
て
日
高

村
で
取
組
む
住
民
主
体
の
活
動
を
学
び
、
我
が

町
で
も
手
本
に
し
た
い
取
組
が
数
多
く
あ
り
、

外
部
か
ら
の
意
見
や
評
価
を
受
け
活
動
者
の

自
信
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
後
は
他
市
町
村
へ

の
視
察
等
も
取
り
入
れ
た
い
と
推
進
意
欲
が

感
じ
ら
れ
る
。 

   

久礼地域 

「声をかけあい おせっかいで  
支えあうまち 」を目指し、地域 
での支え合い、見守りの仕組 
みづくりを継続的に行います。 

 
上ノ加江・矢井賀地域 

  地域の「困った」を解決してい 
くには、推進委員だけではな 

く、住民一人ひとりがボランテ
ィアという意識を持って、地域・
社協・関係機関と一緒に策を考え
ることが必要です。 
 
大野見地域 

見守りや地域行事の開催 
を維持継続する為にはどう 
すべきか。若者も減る一方 
で、このような地域課題 
についても小地域ケア会議で話
し合っていきたいと思います。 
 

久
礼
・
矢
井
賀
・
上
ノ
加
江
・
大
野
見
の
４
地
域
で
「
学
び
合
い
」
・
「
語
り
合
い
」
・
「高
め
合
う
」 

第３回 

地域ふくし 
活動同窓会 

２０２３．７．１９ 
In中土佐町民交流会館 
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【問合せ先】 

いちょうの丘笹場 ☎0889-59-0557（担当：濵口） 

デイサービスセンターのじぎく ☎0889-52-3496（担当：横矢） 

2台の車椅子が乗車している状態 

交通安全研修 

今年度、高知県下の交通事故件数が前年

度と比較して５０件ほど増加しており、

施設でも訪問や送迎等で車を運転する機

会が多く他人事ではないと考え、須崎警

察署の方を講師に招き、安全運転の意識

を持つための研修を行いました。 

これからも職員一同、日々安全運転を

心がけていきます。 

みなさんは福祉車両をご存じですか。 

『身体に不自由を感じられている方や高齢の方などが使い

やすいように、いろいろな工夫が施されている車両のこと』

となっていますが、どのような工夫がされているのかご紹介

します。 

中土佐町福祉まちづくり施設では、普通車１台、軽自動車

２台を所有しています。普通車は、リフトでの昇降が可能で

車椅子のまま乗車でき、軽自動車は、助手席の座席が回転し

移乗がしやすく、写真のように使用する事ができます。この

ように歩行が困難な状態でも車の乗り降りが可能です。 

中土佐町社協介護保険事業課のモットーは『在宅生活を最

後まで支えるサービス』です。 

“歩行に不安があるから通いは無理じゃないか”と考えてい

らっしゃる方、福祉車両での送迎をさせていただきますの

で、安心してご利用ください。 

当施設事業所のご利用対象は、中土佐町内の在宅で生活を

している要介護認定（要支援１・２ 要介護１～５）の方で

す。お気軽にお問合せください。 

 

福祉車両 

リフトが降りている状態 

リフトが上昇している状態 

座席が下りてくるので車椅子からの移乗が容易 
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「赤い羽根共同募金」ってなぁに？？ 

1947 年に設立し、戦後の疲弊した社会で「たすけあいの心」から福祉施設などを支援したことが始まりです。 

 全国で活動が行われ、子育てサロンや高齢者の見守り訪問、災害への備えなど自分たちの町の身近なたすけあい

活動に使われています。 

「自分のまちを良くするしくみ」が共同募金です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中土佐町のみんなの福祉の活動 

赤い羽根共同募金    

 中土佐町共同募金委員会 
℡：0889-52-2058 

 赤い羽根  

(募金) (募金) 

中
土
佐
町
共
同
募
金
委
員
会 

地
域
の
み
な
さ
ん 

 

高
知
県
共
同
募
金
会 

中土佐町共同募金委員会 

（ ７ 割） 

中土佐町の地域福祉活動推進に活用 

高知県広域 

（ ３ 割） 

県内の福祉活動や災害時の備えの為に活用 

 

地域のみなさんの協力で集められた募金は、中土佐町共同募金委員会から高知県共同募金会に送金します。

そこで、次年度の各市町村への助成金額が決定し、募金額の約７割が中土佐町の活動に対する助成金として配

分されます。残りの約３割は高知県内の広域福祉活動に役立てられています。 

中土佐町へ配分された助成金は、中土佐町共同募金委員会審査委員会にて地域に必要とされている活動なの

か、活動資金（申請金額）は活動内容に沿っているのか等を審査し、各団体への助成金額を決定しています。 

【萬屋昼食ボランティア】 

助成金のおかげで取り組みを継続するこ

とができました。利用者にも喜ばれていま

す。ありがとうございました。 

 

【長沢女子会】 

コロナウイルスの影響で予定を変更し、お弁当の手作り＆配布を

しました。サプライズだったので、皆さんびっくりして大変喜ば

れました。久しぶりに笑顔で会えて嬉しかったです。助成金のお

かげさまで物価高騰の中、活動でき、ありがとうございました。 

 

 【「家から出ようよ」汐満の会】 

助成金のおかげでようやく念願のベンチが

設置できました。椅子がないときは、停留所

の標識のコンクリートの端に腰かけていま

した。これからは椅子に座ってゆっくりと待

つことができます。みんなが喜んでいます。

ありがとうございました。 

 

寄付者のみなさんへ 

ありがとう 

メッセージ 
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つづく… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【募金運動】募金総額 1,210,526 円 
 

〔募金活動〕 〔募金額〕 備 考 
戸別募金 1,056,700円 1,913戸 
法人募金 137,000円 14団体 
個人募金 5,358円  
募金箱 11,467円  
街頭募金 0円 ＊町内の活動状況を考慮し取りやめました 
その他 1円  

合 計 1,210,526円  
 

◆令和 5年度の募金活動目標額は 1,150,000円です。ご協力の程よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のまちを良くするしくみ 

赤い羽根共同募金    

◆中土佐町の令和 4年度の実績は… 

【配分金事業】事業実施金額 942,000円 

町内の小中学校や地域活動団体、福祉団体合わせて 6 団体の申請がありました。まだまだコロナ感染症拡大防

止の観点から思うような活動ができていませんでしたが、高齢者や障害者の健康維持や生きがい活動、閉じこも

り防止のための整備、児童生徒の福祉意識の醸成、ボランティア活動のきっかけづくりなどに活用されました。ま

た、災害への備えとして備品購入等にも役立てられました。 

この令和4年度の活動で

集まった募金の約７割が

令和5年度助成金事業と

して配分されました 

 

寄付なのにあらかじめ目安額があるのはどうして？ 

共同募金は『計画募金』といって、事前に地域で必要とされている活動に応じ

て助成計画を立て、目標額を定めて寄付を募る方法です。そのため、「目安額」

をお示しさせていただいています。 

 

編集・発行   社会福祉法人中土佐町社会福祉協議会 
〒789-1301 高岡郡中土佐町久礼 6584-1 TEL：0889-52-2058 FAX：0889-59-0554 

HP   http://www.nakatosa-shakyo.or.jp 

※この広報は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています 

＊切手 
  政岡厚子（長沢女子会） 大野維持クラブ たかはしでんき どくれもん 田中建設  匿名希望…数名 

＊プルタブ 
  松枝 準二  長山 美生  政岡厚子（長沢女子会） 

  大野維持クラブ たかはしでんき 上ノ加江盆踊り実行委員会 

匿名希望…数名 

（順不同・敬称略） 
✾たくさんのご寄付をいただきました✾ 

皆さま、温かいお気持ちをありがとうございました♡大切に使わせていただきます 

＊その他 
  原 みか 

  大野見グラウンドゴルフ部 

  善賢寺 

●介護職員（常勤・パート）：上ノ加江（笹場）勤務 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰのじぎくでの入浴や食事介助など介護業務全般 

●職業指導員（常勤・パート）：上ノ加江（ストックヤード）勤務

就労継続支援 B 型事業所「鰹乃國の萬屋」での障害者就労支援 

●調理員等（パート）：久礼（鰹の國のめし家 萬や）勤務 

 障害者就労支援事業所での調理業務や利用者の支援業務全般 

●休日 年間１２２日（常勤） 

●給与 臨時的任用職員就業規程による 

[問い合せ先]  

（福）中土佐町社会福祉協議会 

担当：総務課（窪田・中平）  
月曜日～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 

（祝日を除く） 

電話：５２－２０５８  

社会福祉法人 中土佐町社会福祉協議会【臨時職員募集】 

 

萬屋チーム 


